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試験時間の80分間でやるべきこと

　毎年，1次試験直後になると，TAC受講生の
みならず，さまざまな受験生の方々からこんな相
談を受けます。
　「まさか1次試験に受かるとは思っていなかっ
たので，何も2次対策をやっていません。どうし
たらいいですか？」
　「いざ2次試験の過去問を解いてみたら，ちん
ぷんかんぷんで，途方に暮れてしまって……」
　そして，こんなことを言う人も。
　「1次試験と2次試験は，別物ですよね？」
　最後の問いに対しては，私はこう返します。
　「2次試験は，1次試験の延長線上にあるもの
です。これまで学んだ1次知識を使って挑むのが
2次試験ですから。ただし，2次対策特有のスキ
ルが必要になります」
　この2次対策特有のスキルとは，より高いレベ
ルでの読解力や分析力，文章力などです。TAC
の2次対策講座では，これらのスキルをTACメ
ソッドとして，具体化したノウハウを提供してい
ます。
　もちろん，他の資格学校や通信講座などでも，
独自のノウハウを提供しており，TACメソッド

はそれらを否定するものではありません。では，
他の講座との違いは何なのか？　「事例企業に対
する診断報告書を作成する」という方針が理想主
義だとすれば，TACは現実主義です。
　理想的な診断報告書を作成するためには，与え
られた情報を詳細に分析したうえで，出題者が意
図する内容を的確に捉え，その分析結果や求めら
れている助言内容を，一貫性を保ちながらピンポ
イントで書く必要があります。つまり，高得点狙
いに近い対応となります。
　一方で，TACメソッドは，「試験時間の80分間
では出題者の意図を正確に把握しきれない」とい
う前提に基づいて作られています。本試験という
大きなプレッシャーがかかる状況下では，試験時
間内に少なくないボリュームの情報を分析して，
問題要求にきちんと答えるだけでも至難の技です。
　過去問題集をめくってみるとすぐにわかります
が，2次試験は，設問文の言い回しが複雑で何を
問われているのか把握しづらかったり，問われて
いる内容が抽象的でどう根拠を探したらよいのか
検討をつけづらかったりする構成になっています。
　よって，TACメソッドでは，「出題者の意図を
正確に捉えるのは困難」という前提で，得点でき
るところを見極め，取りこぼさずに得点を積み上
げていくことで，大崩れしない安定得点を狙う方
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